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新生ふくしま 検索

「新生ふくしま」の実現に向けて～復興の軌跡～(1/2)
令和7年3月24日

新生ふくしま復興推進本部

群馬県

宮城県

福島イノベーション・コースト構想の推進

震度6強

震度6弱

震度5強

震度4以下

震度5弱

◆県内各地の震度

津 

波 

被 

害

被害状況

環境放射線センター：
2015.11 供用開始

南相馬市

中間貯蔵施設：2015.3 搬入開始

大熊町
双葉町

環境創造センター：
2016.7 全面供用開始

三春町

除染：2023.12 
特定帰還居住区域の除染開始

環境の回復

生活環境の整備･移住の促進

再生可能エネルギーの推進

◆特定復興再生拠点区域とは

2017年5月に福島復興再生特別措置法が改正され、帰還困難区
域のうち、避難指示の解除による住民の帰還及び移住等を目指す
ために設けられた区域。2023年11月までに全ての避難指示が解
除された。

避難等の状況

【 出典 】福島県災害対策本部
「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」◆避難者の推移

浪江町：道の駅なみえ 双葉町：駅西住宅

富岡町：ふたば医療センター附属病院 大熊町：学び舎ゆめの森

「未来ワークふくしま移住セミナー」の様子

「移住モニターツアー」の様子

国道349号
（ふくしま復興再生道路）
（川俣町大綱木工区）
2023年3月21日 完成

県道吉間田滝根線
（ふくしま復興再生道路）

（広瀬工区）
2024年4月13日 開通

公共インフラの整備

いわき市：海岸堤防 新地町：釣師防災緑地公園

復興を支えるふくしま復興再生道路や、堤防、防災緑地などの公共インフラの整備が進む。

避難している方々の帰還環境の整備を進めるとともに、関係人口・交流人口の拡大や移住・定住の
促進に取り組む。

福島県農業経営・就農支援センター

農林水産業の状況

◆農産物の輸出状況

◆主な農産物価格の推移と全国との価格差

輸出状況は震災前に比べ増加しており、2023年度は過去最
高の輸出量に。一方で、県産農産物の価格は回復傾向にある
ものの、全国との価格差がいまだ回復していない品目がある。

◆再生可能エネルギー導入目標
（2040年頃に100%を目指す。）

観光･県産品の振興 コロナ禍以降は、観光客の入込数は回復。
2022年度の県産品の輸出額が過去最高を更新。

只見線 第一只見川橋梁

◆福島県観光客入込状況

地震被害：須賀川市 津波被害：浪江町 原子力災害：1号機建屋
水素爆発（2011.3.12）

帰還環境の整備により避難指示の解除が進む。
県内外の避難者数は最大約16万人から約2万5千人まで減少。

避難指示区域・
特定復興再生拠点区域における避難指示の解除

いわき市

南相馬市

飯舘村

川俣町

浪江町

葛尾村

田村市

川内村

いわき市 広野町

楢葉町

富岡町

大熊町

双葉町
東
電
福
島

第
一
原
発

20km

飯舘村
2023年5月1日解除

約186ha

浪江町
2023年3月31日

解除
約661ha

大熊町
2022年6月30日解除

約860ha

葛尾村
2022年6月12日解除

約95ha

双葉町
2022年8月30日

解除
 約555ha

富岡町
2023年4月1日

2023年11月30日
解除

約390ha

帰還困難区域

避難指示が解除された区域

 

立ち入り原則禁止・宿泊禁止

特定復興再生拠点区域
（解除済み）

(年)

グラフ出典：福島県観光交流課「福島県観光客入込状況」

浜通り地域等の失われた産業を回復するため、新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクト。福島イ
ノベーション・コースト構想推進機構が、構想の具体化に向けた中核的な役割を担っている。2023年４月
１日に浪江町に、世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」として福島国際研究教育機構（F-REI）が設立。

再生可能エネルギー先駆けの地を目指し、再エネの導入拡大、水素社会の実現に向けた
取組などが進む。

（年度）

（kg）

もも なし りんご かき 野菜類 米 薬用にんじん 牛肉 鶏肉 その他

(単位：万人)

◆農林水産業の人材育成

2011年3月11日に発生した「平成23年東北地方太平洋沖地震」はマグニ
チュード9.0を記録。国内観測史上最大級の地震。地震・津波の被害とと
もに原子力災害が発生し、周辺住民が避難することとなった。

人的被害 【2025年2月1日現在】

■死者  4,179人(うち震災関連死:2,348人)

家屋被害  【2025年2月1日現在】

■全壊 15,483棟 ■半壊 83,698棟

知事がEUにおける県産
品の輸入事業者を訪問

令和5酒造年度全国新酒鑑評会で、
福島の酒18銘柄が金賞獲得！

県内の空間線量率は、時間の経過による放射線量の減少や除染の効果により、
大部分の地域で大幅に低下。

◆原子力災害

福島第一原子力発電所では、地震と津波の
影響により、非常用電源を含む全ての電源
が使用不可となり、原子炉の冷却機能を喪
失。原子炉が損傷した結果、大量の放射性
物質が大気中に放出され、周辺住民が長期
間の避難を余儀なくされる事態となった。

写真提供：福島県警

事故前の様子

◆地震被害 ◆津波被害

東日本大震災・原子力災害伝承館

産業技術総合研究所
福島再生可能エネルギー研究所

グリーン発電会津
木質バイオマス発電所

郡山布引高原風力発電所

バイオマス研究拠点

風力

グリーン水素を活用したバス 都内での水素利用

◆美しい自然 ◆ホープツーリズム ◆県産品の輸出促進

福島空港メガソーラー

太陽光

（写真提供：東京電力
ホールディングス）

◆福島県産品の輸出額の推移

（年度）

アルコール類 加工食品 農畜産物 工芸品

（百万円）

（年）（年産） （年産）

（単位: 円/kg） （単位: 円/kg）（相対取引価格: 円/60kg）

林業人材育成のための研修

漁業就業者定着のための研修

約166km

約
133
km

福島県の総面積
13,783㎢
（全国第3位）

←こちらもぜひ
ご覧ください

福島県

※帰還困難区域で実施した走行サーベイ 「2024年9月18日
～10月11日に実施」の測定結果を追加。

◆福島県環境放射線モニタリング・メッシュ調査結果等に基づく空間線量率マップ
凡例

県庁・市町村役場

主要道路
推定値(μSv/h)

0.0 - 0.1

0.1 - 0.2

0.2 - 0.3

0.3 - 0.4

0.4 - 0.6

0.6 - 0.8

0.8 - 1.0

1.0 - 1.2

1.2 - 1.4

1.4 - 1.6

1.6 - 1.8

1.8 - 2.0

2.0 – 2.5

2.5 – 3.0

3.0以上

◆６つの重点分野 ◆福島国際研究教育機構(F-REI) 

JAEA楢葉遠隔技術開発
センタ－

Ⅱ ロボット・ドローン Ⅲ エネルギー・環境
・リサイクル

Ⅳ 農林水産業

ICTやロボットの活用

Ⅴ 医療関連

ふくしま医療機器開発
支援センター

Ⅵ 航空宇宙

空飛ぶクルマの開発
イノベ構想参画促進セミナー・
F-REI市町村座談会（県南地域）

福島水素エネルギー研究
フィールド

福島ロボットテストフィールド 2023.4 本部開所

Ⅰ 廃炉

資料3－3



「新生ふくしま」の実現に向けて～復興の軌跡～(2/2)

医療…● 教育…● 福祉…● 商業…● その他…●

飯舘村

葛尾村

川俣町

田村市

川内村

いわき市

2016.8 ●交流センター「ふれ愛館」 開館
2016.9 ●医療機関「いいたてクリニック」診療再開
2017.3 【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2017.8 ●いいたて村の道の駅 までい館 開館【写真】
2018.4 【飯舘村特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】
2018.4 ●小中学校、認定こども園 村内で再開
2018.9 ●コミュニティバス運転再開
2020.4 ●義務教育学校(9年制)「いいたて希望の里学園」開校
2023.5   【特定復興再生拠点区域及び長泥曲田公園避難指示解除】
2024.7  ●農業研修館きらり 開所

2015.7 ●山木屋地区復興メガソーラー発電事業開始
2016.10  ●山木屋診療所 診療再開
2017.3  【避難指示全面解除】
2017.7  ●復興拠点商業施設「とんやの郷」オープン【写真】
2018.4  ●小中学校 山木屋地区で再開
2023.3  ●国道114号 山木屋工区・国道349号 大綱木工区 完成

2016.6  【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2017.11  ●葛尾村診療所 診療再開
2017.4  ●マルイチ商店 再開
2017.7  ●石井食堂、ヤマザキYショップヤマサ 再開
2018.4  ●小中学校、幼稚園 村内で再開
2018.5  【葛尾村特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】
2018.6  ●葛尾村復興交流館「あぜりあ」 オープン
2022.6 【特定復興再生拠点区域避難指示解除】
2024.3  ●葛尾村宿泊交流館「せせらぎ荘」内 「御食事処 政」オープン【写真】

2011.7 ●都路診療所、歯科診療所 診療再開
2012.3 ●特養都路まどか荘 再開
2014.4 【避難指示全面解除】
2014.4 ●小中学校都路町内で再開
2014.4 ●公設商業施設「Domo(ど～も)」オープン
2016.3 ●洋菓子店「みやこじスイーツゆい」オープン
2017.4 ●都路小学校 開校
2019.7 ●たむら市民病院 開院
2020.11 ●ホップガーデンブルワリー オープン
2023.4   ●おひさまドーム オープン
2024.6   ●チャレンジハウス都路 オープン【写真】
2024.10 ●田村市東部産業団地（常葉町山根地区）完成

2012.4  ●村立保健・福祉・医療総合施設「ゆふね」再開
2012.4  ●小中学校、保育園村内で再開
2014.10 【避難指示解除準備区域の避難指示解除】
2015.11  ●特養かわうち 開所
2016.3  ●「ショッピングセンターYO-TASHI」オープン
2016.4  ●「もりたろうプール」オープン【写真】
2016.6  【避難指示全面解除】
2021.4  ●小中一貫校の義務教育学校開校
2021.4  ●認定こども園 開園
2021.6    ●「かわうちワイナリー」オープン
2024.11  ●クラフトジン蒸留所「naturadistill」オープン

2017.4  ●いわきグリーンベースオープン
2017.7  ●いわきＦＣパークオープン
2018.6  ●「イオンモールいわき小名浜」オープン
2018.12  ●いわき医療センター 開設
2020.5    ●いわき震災伝承みらい館 オープン【写真】  
2022.4  ●国内最大級木質バイオマス発電所稼働
2022.9 ●国道399号 十文字工区 開通
2023.4  ●福島国際研究教育機構(F-REI)いわき出張所開設
2024.12 ●CIFALジャパン国際研修センター開設

避難地域等の着実な復興・再生
◆15市町村の生活環境 整備状況（居住率は令和7年1月末現在の値）

2025.3.24

広野町

楢葉町 富岡町

2011.8  ●馬場医院 再開
2012.1  ●広野薬局 再開
2012.3  【役場帰還、町長避難指示の解除】（緊急時避難準備区域(国指示)は2011.9.30に解除）
2012.4  ●特養花ぶさ苑 再開
2012.8  ●小中学校 町内で再開
2015.4  ●ふたば未来学園高校 開校
2016.3  ●「ひろのてらす」オープン
2019.4  ●ふたば未来学園中学校 開校
2019.4  ●認定こども園 開園
2019.4  ●Ｊヴィレッジ グランドオープン
2022.3    ●未来のかけ橋エレベーター新設
2023.3    ●東町産業団地造成 
2023.5 ●広野駅東側宅地造成（広野駅東ニュータウン）【写真】
2023.9    ●広野駅構内エレベーター新設

2014.6  ●ＪＲ常磐線竜田駅 再開
2015.9  【避難指示全面解除】
2016.2  ●ふたば医療センター附属ふたば復興診療所 開設
2016.3  ●特養リリー園 再開
2017.4  ●小中学校、認定こども園 町内で再開
2018.6 ●「ここなら笑店街」、「ならはCANvas」 オープン
2018.7  ●Ｊヴィレッジ一部再開
2019.4  ●屋内体育施設「ならはスカイアリーナ」オープン
2019.4  ●Ｊヴィレッジ グランドオープン
2019.4  ●道の駅ならは温泉保養施設 再開
2020.6 ●道の駅ならは物産館 再開
2020.6 ●ならは薬局 開局
2022.6 ●移住定住支援拠点「CODOU」開所
2023.4 ●地域活動拠点施設「まざらっせ」オープン【写真】
2025.1    ●ふたば支援学校 新校舎へ移転

2017.3  ●「さくらモールとみおか」グランドオープン
2017.4  【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2017.10  ●ＪＲ常磐線富岡駅 再開
2018.3  【富岡町特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】
2018.4  ●ふたば医療センター附属病院 開設【写真】
2018.4  ●小中学校 町内で再開
2020.3  ●ＪＲ常磐線夜ノ森駅 再開
2021.7  ●ふくしま12市町村移住支援センター 開所
2022.1  【特定復興再生拠点区域における立入規制の緩和】
2022.4  ●共生サポートセンター さくらの郷 開所
2022.4  【避難指示解除に向けた準備宿泊 開始】
2023.4   【特定復興再生拠点区域避難指示解除】
2023.6  ●定期巡回・随時対応型訪問介護看護「はま福TOMIOKA」開設
2023.9    ●サテライトオフィス「とみおかワーキングベース」 開所
2023.11 【帰還困難区域内の墓地や集会所等（点拠点）及びそれらへのアクセス

道路（線拠点）の避難指示解除】
2024.2    【富岡町特定帰還居住区域復興再生計画 認定】

新地町

浪江町

双葉町

大熊町

相馬市
2015.4  ●相馬市伝承鎮魂祈念館オープン
2017.4  ●松川浦大橋が通行可能、ライトアップ再開 
2018.2  ●青ノリ収穫・出荷再開（震災後初）
2018.3  ●相馬港LNG等基地 操業開始
2020.10 ●浜の駅「松川浦」オープン【写真】        

2014.4   ●市立小高病院が週３日の外来診療を再開
2016.7   【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2017.4   ●小高調剤薬局 再開
2017.4   ●小高産業技術高校 開校
2018.4   ●特養梅の香 再開
2018.12 ●老健ヨッシーランド 再開
2018.12 ●公設商業施設「小高ストア」オープン
2019.1   ●小高区復興拠点「小高交流センター」オープン
2020.3   ●福島ロボットテストフィールド 全面開所
2020.4   ●おだか認定こども園 開園
2021.4     ●小高区子どもの遊び場「NIKOパーク」オープン
2021.12 ●小高診療所 開所
2023.7     ●小高園芸団地 オープン
2024.4   ●みらい農業交流スペース「TSUMUGI」開所
2024.4     ●みらい農業学校 開校【写真】

2017.3  【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2017.3  ●浪江診療所 町内で開設
2017.4  ●ＪＲ常磐線浪江駅 再開
2017.12  【浪江町特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】
2018.4  ●小中学校、認定こども園 新設開校
2020.3  ●福島水素エネルギー研究フィールド 開所
2021.3  ●道の駅「なみえ」グランドオープン
2021.8  ●公共宿泊施設「いこいの村なみえ」グランドオープン
2021.10  ●震災遺構：浪江町立請戸小学校 開館
2022.6    ●ふれあいセンターなみえ 開所
2023.3   【特定復興再生拠点区域避難指示解除】
2023.4    ●福島国際研究教育機構（F-REI）本部開所【写真】
2023.10  ●なみえ調剤薬局 開局
2024.1 【浪江町特定帰還居住区域復興再生計画 認定】
2024.4  ●浪江町防災交流センター 開所

2017.9  【双葉町特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】  
2019.9  ●両竹地区でホウレンソウ等の試験栽培開始
2020.3  【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2020.3  ●ＪＲ常磐線双葉駅 再開
2020.9  ●東日本大震災・原子力災害伝承館 開館
2020.10  ●双葉町産業交流センター 開館
2022.8  【特定復興再生拠点区域避難指示解除】
2023.2    ●双葉町診療所 開所
2023.4 ● 「フタバスーパーゼロミル」グランドオープン
2023.9 【双葉町特定帰還居住区域復興再生計画 認定】(2024.4変更認定)
2024.3  ●双葉郵便局が再開
2024.4  ●イオン東北（株）と商業施設整備に関する覚書を締結
2024.6  ●公営住宅「えきにし住宅」全86戸が完成【写真】
2024.11  ●双葉町移住定住相談センター開所

2017.11  【大熊町特定復興再生拠点区域復興再生計画 認定】
2019.4  【帰還困難区域を除き避難指示解除】
2019.4  ●大川原地区に役場新庁舎完成
2019.8  ●植物工場「ネクサスファームおおくま」いちごを初出荷
2020.3  ●ＪＲ常磐線大野駅 再開
2020.4  ●グループホーム「おおくま もみの木苑」開所
2021.2  ●大熊町診療所 開所

2021.10  ●商業施設「おおくまーと」宿泊温浴施設「ほっと大熊」、

 交流施設「 linkる大熊」グランドオープン

2022.4  ●会津若松市にて小中一貫校の義務教育学校開校
2022.6 【特定復興再生拠点区域避難指示解除】
2022.7 ●起業支援施設「大熊インキュベーションセンター」オープン
2022.7 ●国道288号 野上小塚工区 開通
2023.4    ●大熊町立「学び舎ゆめの森」（義務教育学校・認定こども園）を町内に開設。同年8月に、

   新校舎へ移転。
2023.9  【大熊町特定帰還居住区域復興再生計画 認定】（2024.2 変更認定）
2025.3 ●大野駅西に産業交流施設「CREVAおおくま」、商業施設「クマSUNテラス」、

     駅前広場がグランドオープン【写真】
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居住率 3.4％

2016.9   ●消防・防災センター完成
2016.12    ●ＪＲ常磐線（相馬～浜吉田間）運転再開
2018.3   ●相馬港LNG等基地操業開始
2018.11    ●新地エネルギーセンター完成
2019.3      ●フットサル場「スマイルドーム」オープン
2019.4      ●県内初のラウンドアバウト完成
2019.4      ●海釣り公園再オープン
2019.4      ●複合商業施設完成
2019.7      ●釣師浜海水浴場再オープン
2019.10    ●東日本大震災慰霊碑除幕式
2019.12    ●釣師防災緑地公園開園【写真】
2020.7      ●しんちパンプトラックオープン
2020.8   ●新地町文化交流センター開館
2020.12    ●新地地方卸売市場再開（釣師浜漁港）
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